
蠣
姫
説
話
の
伝
承
と
太
平
記

増

　

　

田

欣

前
八
世
紀
も
未
に
な
る
と
、
周
王
朝
の
衰
微
と
と
も
に
、
そ
の
封
勇
か
ら
m

放
さ
れ
た
諸
侯
が
、
小
国
を
圧
迫
し
っ
つ
醇
大
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
中
央

部
（
河
南
）
で
は
鄭
・
宋
・
街
・
魯
な
ど
の
有
力
な
国
々
が
ひ
し
め
、
ヾ
山
っ
て

い
た
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
人
口
も
少
な
く
開
拓
が
群
易
で
用
土
の
拡
損
に

有
利
な
辺
境
地
方
で
、
．
斉
・
晋
・
廷
・
奏
・
苗
の
五
強
固
が
、
川
田
の
群
小
国

家
を
併
呑
し
っ
つ
、
覇
権
争
奪
の
局
面
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
T
）

晋
は
、
苛
河
の
支
流
で
あ
る
扮
水
の
流
域
（
山
西
）
に
、
辺
境
と
は
い
え
、

東
方
の
斉
（
山
東
）
と
と
も
に
中
原
に
最
も
近
く
、
占
拠
し
て
い
た
。
宗
室
の

サ
．
ん

晋
供
紺
を
伐
っ
て
諸
侯
に
列
し
た
父
武
公
称
の
後
を
紐
い
で
、
前
六
七
七
年
に

晋
供
と
な
っ
た
献
公
詭
は
、
そ
の
二
十
六
年
に
茨
ぷ
治
世
の
問
に
、
国
を
誠
す

こ
と
十
七
、
山
西
の
大
半
と
河
南
・
膝
西
の
一
部
を
餌
有
す
る
強
国
を
真
現
さ

せ
た
。
（
2
）
が
、
そ
の
勢
力
を
中
原
に
の
ば
t
え
な
か
っ
た
の
は
、
斉
の
桓

公
が
覇
権
を
起
っ
て
い
た
こ
と
と
、
琵
姫
に
起
因
す
る
相
続
争
い
の
内
乱
と
の

．
た
め
で
あ
っ
た
。

．
毘
姫
は
、
献
公
が
前
六
七
二
年
に
㌍
戒
を
伐
っ
て
獲
た
女
で
あ
る
。
七
年
後

に
采
斉
を
生
み
、
こ
れ
に
晋
を
継
が
せ
よ
う
と
し
て
、
太
子
申
生
・
公
子
重

の
周
り
で
も
っ
た
。
犯
姫
の
最
初
の
布
石
は
、
．
左
伝
に
い
わ
ゆ
る
「
二
五
／

〓
」
耕
作
で
あ
る
。
待
女
は
、
英
斉
を
生
ん
だ
其
の
年
、
献
公
の
壁
臣
梁
五
・

硯
閏
ム
（
二
九
と
い
う
）
に
附
を
贈
っ
て
、
「
曲
沃
は
晋
の
宗
邑
、
蒲
と
屈
は

骨
の
i
l
上
川
・
軋
る
。
㌫
H
に
主
が
鱒
け
れ
ば
民
を
成
服
し
．
え
ず
、
辺
境
に
主
が

H
け
れ
ば
紙
状
㌣
投
融
せ
し
め
え
な
い
。
中
生
を
曲
沃
に
、
重
耳
・
買
吾
を
蒲

と
屈
と
に
長
た
ら
し
め
れ
ば
、
内
患
外
憂
と
も
に
防
ぎ
得
る
。
殊
に
広
某
な
る

秋
地
に
臨
ん
で
帯
域
を
損
け
ば
、
晋
の
国
土
拡
張
に
も
有
利
で
あ
る
。
」
と
献

公
を
便
供
さ
せ
、
三
人
の
駈
子
を
郡
の
緑
か
ら
追
い
出
し
た
事
件
で
あ
る
。
父

武
公
に
誠
さ
れ
た
骨
の
宗
童
に
加
担
す
る
国
内
の
反
対
勢
力
を
鎮
め
、
広
大
な

狭
地
へ
の
進
路
の
拠
点
を
聞
め
て
、
晋
の
富
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
献
公
の
政

策
が
、
結
斑
的
に
は
そ
の
間
郡
を
内
部
か
ら
阻
ん
だ
㌍
姫
の
策
謀
と
分
か
ち
が

た
く
結
び
つ
い
て
拡
行
し
た
状
態
を
、
こ
．
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
弱
肉

強
食
と
覇
権
抗
加
に
彩
ら
れ
た
狂
恋
の
時
代
と
交
渉
し
な
が
ら
の
晋
の
興
亡
史

を
綴
っ
て
い
る
の
が
、
左
伝
で
あ
り
、
国
語
（
晋
語
）
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
有

力
な
資
料
と
し
た
史
記
（
晋
世
家
）
で
あ
る
。

二

三
世
紀
に
わ
た
る
晋
の
興
亡
史
か
ら
、
毘
姫
に
起
因
す
る
内
乱
だ
け
を
切
り

一164－

耳
．
買
苦
を
院
こ
」
と
企
て
た
こ
と
が
、
た
け
順
序
徳
雄
憎
澗
掴
欄
極
い
悔
し
工
油
圧
彊
指
圧
は
．
は
圧
旭
托
鉢
濃
細
両
軸
脚
濡
．
い
休
捲
牝
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潤
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1

．

1

1

ご
草
を
作
り
で
已
ら
上
将
畢
言

申
生
を
下
将
軍
に
任
じ
た
り
、
東
山
の
皐
落
氏
を
伐
た
せ
た
り
し
た

軋
酬
凱
幣
1
副
勘
酎
棋
郎
尉
詔
那
項
‥
引
利
鵠
射
封
割
引
酎
融
調
凋
瀾
遇

ひ
も
ろ
ぎ

う
詞
は
な
く
て
、
猟
か
ら
帰
っ
た
献
公
が
作
を
食
べ
よ
う
と
し
た
記
事
か

詔
（
左
伝
・
国
語
∵
史
記
）
．
な
ど
、
国
策
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
陰
謀
は
除

か
れ
、
ま
た
、
犯
姫
が
献
公
の
俳
優
の
優
施
と
通
じ
て
陰
謀
を
は
か
ら
う
話

や
・
n
謹
む
め
ぐ
る
皿
覚
二
元
響
．
筍
息
ら
群
臣
の
去
就
（
国
軍
）
は
省
か

れ
、
偲
真
玉
の
〟
も
（
左
伝
・
同
盟
）
も
消
さ
れ
く
、
献
公
・
毘
姫
・
申
生
、

三
人
川
互
の
出
仕
に
は
は
し
は
ら
れ
て
い
る
。
史
異
の
説
話
化
に
は
、
複
雑
な

侶
史
の
描
最
か
ら
の
抽
煩
が
用
損
で
あ
る
。

列
女
伝
の
文
帯
は
‖
語
に
揖
っ
て
い
る
ら
次
の
例
は
、
麓
壇
が
申
生
に
亡
母

ひ
も
ろ
r

斉
蓑
を
費
ら
せ
、
そ
の
机
を
徹
公
に
奉
ら
せ
、
そ
れ
に
芯
を
入
れ
て
罪
を
申

生
に
宿
せ
る
と
い
う
話
で
、
策
謀
の
決
定
打
で
あ
り
、
こ
の
説
話
が
い
か
に
億

的
化
さ
れ
て
も
削
除
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
中
核
の
部
分
で
あ
る
。

毘
姫
乃
チ
使
丁
メ
サ
人
ヲ
シ
ナ
以
〓
ナ
シ
公
ノ
命
一
チ
富
ゲ
太
子
上
l
t
日
ク
、
宕
管

キ
′
ヽ
・

見
㌔
り
斉
学
ヲ
、
函
雲
往
イ
晶
V
ト
軍
　
申
生
撃
品
沃
1
一
l
、
・
帰
＝
ル

0

　

0

0

　

　

　

　

　

　

　

e

e

O

　

。
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福
チ
干
緯
一
1
1
、
公
田
シ
サ
不
迄
ラ
、
毘
姫
受
㌧
孟
チ
、
乃
チ
撃
キ
囲
チ
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千
滴
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ヅ
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°

0

召
〓
J
申
生
ノ
将
セ
ル
昨
－
ク
、
琵
建

日
ク
、

食
自
り
ゾ
外
来
ル
、

不
㌔
可
㌦
ラ

不
㌦
試
ミ
也
、

環
〓
．
ご
酒
チ
干

l

ノ

、

」

も

　

O

e

O

　

　

°

°

地
二
一
、
地
境
サ
り
、
申
生
恐
レ
′
而
出
タ
、

0

　

°

琵
姫
与
㌧
ル
一
一
犬
－
－
、
犬
死
セ
り

飲
㌔
シ
ム
ル
一
一
小
臣
二
、
中
臣
死
セ
り
之
、

文
中
の
圏
点
部
は
、
左
伝
・
呂
氏
春
秋
（
巻
一
九
離
俗
覧
）
・
史
記
と
は
相
異

し
、
国
語
と
だ
け
共
通
す
る
措
辞
（
黒
点
は
同
義
異
字
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
国
語
と
の
同
文
関
係
は
、
列
女
伝
の
文
軍
全
体
に
推
し
及
ぼ
し
て
差
し
っ
か

え
な
い
。
そ
し
て
、
ご
く
部
分
的
に
史
記
の
影
響
ら
し
き
も
の
が
見
ら
れ
る
と

い
ぅ
の
が
実
状
で
あ
る
。
右
の
文
中
の
傍
隕
部
は
そ
の
一
列
で
あ
る
。
左
伝
や

ら
、
直
ち
に
「
公
撃
ル
乏
ヲ
地
二
て
地
琴
り
」
　
（
両
書
同
文
）
と
続
く
。

「
会
同
・
饗
笈
に
革
長
者
が
先
づ
酒
を
以
て
地
に
祭
る
」
　
（
諸
橋
氏
大
漢
和

「
祭
酒
」
の
哲
と
い
う
礼
式
に
従
っ
て
腔
を
地
に
祭
っ
た
と
こ
ろ
が
、
地
が

電
気
の
た
め
に
わ
き
上
っ
た
の
で
、
犬
や
小
臣
に
も
毒
味
を
さ
せ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
史
記
に
な
る
と
、
「
寵
姫
従
㌦
帝
止
㌔
サ
之
チ
日
ク
、

昨
ノ
所
一
一
従
リ
来
一
ル
遠
シ
、
宜
㌦
ク
試
㌦
ル
之
ヲ
、
祭
㌦
－
元
一
t
、
地
琴
リ
、
」

と
あ
り
、
毒
味
を
勧
め
る
農
姫
の
詞
が
入
る
。
史
記
よ
り
早
く
呂
氏
春
秋
に
も

「
姫
日
て
所
仁
由
ル
遠
シ
、
詣
フ
撃
ノ
ヨ
人
ヲ
シ
ナ
嘗
ち
之
チ
、
」
と
あ
る
か
ら
、

そ
う
い
う
形
も
伝
承
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
史
記
は
彼
と
比
と
を
統
合
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
が
、
史
記
の
文
革
だ
と
、
毒
味
の
た
め
に
地
に
祭
っ
た
こ
と
に
な

る
。
左
伝
や
国
語
に
お
け
る
が
ど
と
き
饗
食
の
礼
式
で
は
な
く
な
っ
た
以
上
、

「
祭
」
の
字
が
落
ち
つ
か
な
い
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
列
女
伝
は
「
祭
」
を

「
覆
」
に
改
め
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
翠
味
に
続
い
て
、

毘
抽
詞
割
判
羽
出
現
盈
ヨ
盟
等
l
、
畢
サ
申
生
－
チ
巽
シ
昌
ク
、な
さ
け

i

刊

嘲

司

封

為

号

、

君

ハ

季

〝

ダ

一

t

モ

父

′

恩

－

、

忍
㌔
1
，
之
チ
、
況
ン
ヤ
国
人
ヲ
ヤ
乎
、
試
㌧
サ
父
ヲ
以
サ
響
ム
レ
圭
利
チ
、
人

執
レ
カ
利
㌔
ン
之
チ
。

と
あ
る
琵
姫
の
詞
も
、
傍
紋
部
を
除
い
て
は
全
く
国
語
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
国
語
で
は
申
生
自
殺
の
些
酎
た
こ
あ
る
こ
の
詞
の
位
置
を
、
列
女
伝
は
毒

味
の
直
後
に
移
し
て
い
る
。
そ
れ
は
結
局
、
史
記
の
構
比
に
な
ら
っ
た
こ
と
な

の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
列
女
伝
は
、
史
記
の
影
響
か
と
お
ぼ
し
い
ふ
L
を
部
分
的
に
は

ー車1（道－



含
ん
で
い
る
が
、
殆
ん
ど
国
語
の
記
述
に
拠
り
な
が
ら
、
不
必
要
な
項
目
は
い

っ
さ
い
省
い
て
、
献
公
・
淀
姫
・
申
生
の
三
者
相
互
の
関
係
を
中
心
に
、
継
子

説
話
と
し
て
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
列
女
伝
の
構
成
が
、
間
接
的
に

で
は
あ
ろ
う
が
、
わ
が
国
の
中
世
文
学
に
お
け
る
寵
姫
説
話
の
構
成
を
、
強
く

規
制
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

わ
が
国
に
お
け
る
捉
嫡
説
話
の
伝
承
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、
資
料
と
し

て
取
り
あ
げ
る
べ
き
作
品
は
、
京
都
大
学
戒
伯
橋
本
老
子
伝
・
陽
明
文
犀
蔵
孝
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○ ○ ○ C）
す等　 一 （「 （「 ∩ ○ てr

子
伝
・
今
昔
物
語
（
巻
九
、
晋
献
公
王
子
申
生
依
継
母
琵
姫
通
日
死
語
）
・
匹

袋
（
第
三
、
闘
鶏
）
・
太
平
記
（
巻
一
二
、
琵
姫
碧
・
境
四
秒
（
第
六
、
子

稚
恨
事
）
な
ど
で
あ
る
。
悶
袋
（
文
永
・
弘
安
頃
成
立
か
）
と
墟
毎
秒
（
文
安

三
年
成
立
）
と
は
、
介
子
惟
説
話
1
1
重
耳
の
出
奔
に
随
従
し
た
介
子
惟
が
、

自
分
の
股
の
肉
を
切
り
と
っ
て
重
耳
の
準
え
を
願
や
し
た
が
、
後
に
重
耳
が
晋

侯
と
な
っ
た
と
き
、
彼
ひ
と
り
論
功
行
賞
に
も
れ
た
の
で
、
綿
上
山
に
身
を
隠

し
た
話
1
1
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
重
耳
出
奔
の
原
因
で
あ
る

㌍
姫
の
乱
に
つ
い
て
も
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
如
上
の
詔
書
な
ら
び
に
列
女
伝

に
見
え
る
麓
姫
説
話
の
構
成
要
素
の
出
入
を
示
す
と
別
表
の
．
こ
と
く
な
る
。

こ
の
裏
は
、
説
話
の
項
目
の
出
入
を
元
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
個

々
の
項
目
を
詳
し
く
検
討
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
い
ろ
ん
な
相
義
が
見
出
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、
「
孝
子
伝
糸
」
と
し
て
一
括
し
た
胎
橋
本
・
揚
明
本
・
今
昔

物
語
の
間
に
お
い
て
さ
え
見
出
さ
れ
る
。
冠
婚
が
膵
に
竃
を
入
れ
る
条
を
臥
芯

－166　－



ヒ
窮
L
、
紛
橋
本
に
は
次
の
よ
う
に
詰
さ
れ
て
い
る
。

錘
密
カ
ニ
以
㌔
轟
ヲ
入
〓
レ
其
ノ
恕
′
中
－
ェ
、
乃
チ
語
＝
ツ
ナ
申
生
二
三
等
、

0

　

0

　

0

　

0

　

　

0

　

°

　

　

°

　

0

　

0

　

。

　

0

　

。

　

°

　

°

　

。

　

0

　

0

　

0

　

。

。

祭
畢
即
飲
＝
其
酒
嘉
礼
也
申
生
不
敢
飲
其
前
将
来
献
父
、
々
欲
㌧
l
之
タ
、

姫
銅
へ
サ
而
云
ク
、
外
ノ
物
ハ
不
〓
ト
凱
ク
用
】
ヰ
。

圏
点
部
は
、
「
祭
り
畢
レ
・
ハ
即
チ
其
ハ
酒
ヲ
飲
ム
、
是
レ
礼
ナ
リ
ト
。
申
生
敢

も

へ
テ
飲
マ
ズ
、
其
ノ
前
二
将
チ
采
リ
テ
父
二
献
ズ
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
置
姫
は
初
め
申
生
の
殺
害
を
図
っ
た
が
、
孝
行
息
子
の
彼
は
自
分

が
飲
ま
ず
に
父
に
猷
上
し
た
の
で
、
毘
姫
は
あ
わ
て
て
琴
味
を
勧
め
た
と
い
う

話
に
な
っ
て
く
る
。
陽
的
本
に
は
、
「
姫
・
…
：
謂
言
へ
ラ
ク
、
申
生
祭
り
託
ゾ
ウ

食
㌔
バ
之
チ
則
チ
死
セ
ン
ト
。
．
而
シ
サ
申
生
ハ
孝
子
、
不
ゾ
能
㌦
敢
へ
す
槍
一
プ
、
．
将
チ

還
ッ
サ
献
写
父
こ
　
と
あ
っ
て
明
ら
か
に
そ
う
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
胎
橋
本
に
拠
る
（
3
）
と
さ
れ
る
今
昔
物
語
は
、
こ
の
部
分
を
、

°

　

0

　

°

　

°

　

°

　

　

　

°

　

°

　

°

　

°

　

0

　

0

　

　

　

°

　

°

　

0

　

　

　

0

　

°

　

°

　

0

　

°

　

°

「
汝
ヂ
酒
ヲ
祭
づ
畢
テ
後
、
余
レ
ラ
ム
酒
ヲ
、
汝
ヂ
不
リ
看
ず
ラ
仏
前
ニ

0

0

　

　

°

°

°

0

0

°

返
テ
、
父
ノ
王
l
壷
レ
」
ト
。
申
生
、
嘲
ノ
l
彗
「
4
司
ヨ
り
知
l
ズ
l
d

テ
、
其
ノ
教
へ
ニ
随
テ
、

酒
ヲ
撃
リ
畢
チ
、
其
ノ
余
レ
ル
ヲ
返
テ
、
父
ノ

三
二
奉
レ
リ
。

と
訓
ん
で
、
説
話
の
原
形
に
か
え
し
て
い
る
。
典
拠
と
さ
れ
る
僚
橋
本
に
即
し

三
言
え
ば
、
誤
読
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
原
典
の
「
是
レ
礼
ナ
り
也
」
の
削

除
と
傍
綿
部
の
添
加
と
は
密
接
に
関
連
し
て
い
て
、
編
者
の
意
識
的
な
手
入
れ

を
示
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
編
者
の
そ
う
し
た
手
入
れ
は
、
置

場
部
に
お
い
て
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
申
生
、
重
耳
・
真
吾
お
の
お
の
の
苺
は

左
伝
・
史
記
・
列
女
伝
に
明
ら
か
で
、
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
異
腹
で
あ
る
が
、
蓉

子
伝
に
は
　
「
申
生
ハ
晋
′
献
公
之
子
ナ
り
也
、
兄
弟
≡
八
丁
り
、
中
ナ
ル
ハ
者
重

耳
ト
イ
亡
、
小
ナ
ル
ハ
者
夷
吾
ト
イ
フ
、
母
ヲ
云
一
一
フ
声
差
l
ト
」
　
（
胎
橋
本
。
陽
関
本
路

同
）
と
あ
り
、
斉
蔓
は
一
二
人
の
母
と
も
と
れ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
と
れ
が

・

．

：

．

．

．

、

l

、

．

1

．

－

：

こ

．

リ

、

t

－

山

霊
∵
太
平
記
・
培
疇
妙
と
な
る
と
、
土
人
と
も
斉
姜
腹
の
子
と
断
じ
ら
れ
t
 
l

い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
申
生
を
長
子
と
す
る
点
は
変
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
今
昔
物
語
で
は
、
重
耳
・
買
雪
二
人
の
名
は
除
か
れ
、
代
り
に
、
申

生
に
つ
い
て
「
比
レ
ハ
献
公
ノ
三
人
ノ
子
ノ
中
ノ
第
三
ノ
皇
子
也
」
と
い
う
説

明
が
入
っ
．
て
い
る
。
申
生
を
第
三
子
と
す
る
の
は
他
に
例
を
見
な
い
。
た
だ

し
、
左
伝
に
「
晋
ノ
献
公
撃
ル
干
草
－
一
、
無
㌧
子
、
撃
シ
テ
於
斉
学
l
一
、

芋
ム
秦
穆
公
夫
人
及
ピ
太
子
申
苧
チ
」
と
見
え
、
「
蒸
」
に
「
男
女
不
＝
以
ゾ
礼

交
－
、
謂
＝
之
澄
、
上
浬
日
ソ
桑
」
　
（
小
爾
雅
、
広
義
）
と
訳
さ
れ
、
左
伝
注
に

も
「
斉
襲
ハ
武
公
了
妾
ナ
。
也
」
と
あ
る
か
ら
、
申
生
の
出
生
は
献
公
の
即
位
の

前
後
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
遠
耳
は
献
公
即
位
の
年
に
す
で
に
二
十
一
歳
（
史

記
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
、
明
代
の
演
義
物
で
あ
る
新
列
国
志
（
第
二
〇

回
、
晋
献
公
遍
ゾ
ト
宰
琵
姫
こ
　
な
ど
も
、
申
生
を
重
耳
・
夷
雪
よ
り
年
少
と

し
て
い
る
。
今
昔
物
語
編
者
が
、
他
の
部
分
は
さ
て
お
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い

て
の
み
考
証
を
施
す
は
ず
も
な
い
。
手
入
れ
の
拠
り
所
は
説
話
伝
承
な
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

史
実
の
説
話
的
伝
承
に
と
も
う
な
単
純
化
の
過
程
は
、
琵
姫
の
登
場
の
し
か

た
に
も
見
ら
れ
る
。
左
伝
・
国
語
・
史
記
な
ど
で
は
、
献
公
が
粁
戒
を
伐
っ
て

琵
姫
と
そ
の
拍
（
史
記
は
「
弟
」
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
録
す
る
時
に
従
え
る
血

縁
の
女
子
）
の
二
女
を
椙
、
の
ち
琵
姫
は
葵
斉
を
、
柚
は
貞
子
（
史
記
は
「
悼

子
」
）
　
を
生
ん
だ
と
す
る
が
、
列
女
伝
で
は
、
「
献
公
伐
－
一
チ
醒
成
一
チ
克
ち

之
一
細
、
挺
サ
〓
毘
姫
一
チ
以
チ
帰
ル
、
生
ム
〓
葵
斉
・
卓
子
－
チ
、
」
と
毘
姐
一
人
を
碍
た

か
の
如
き
表
現
（
た
だ
し
、
そ
の
後
に
　
「
髭
姫
欲
㌧
立
〓
サ
ン
ト
采
斉
－
チ
、
乃
≠

°

興
ゾ
弟
謀
ル
」
と
あ
る
）
と
な
り
、
孝
子
伝
で
は
「
於
け
時
父
ノ
王
伐
〓
チ
琵
戎
－
チ

°

　

　

　

°

°

碍
一
一
号
一
女
－
タ
、
便
チ
拝
シ
ナ
為
㌔
妃
J
　
（
船
橋
本
。
陽
関
本
路
同
）
と
さ
だ

ま
る
。
そ
れ
が
寅
に
今
昔
物
語
に
革
っ
七
、
毘
戎
討
伐
の
串
は
省
か
れ
て
し
ま
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う
。
琶
袋
・
太
平
記
・
填
顧
紗
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
列
女
伝
以
前
の
請
書

で
は
、
「
君
夢
一
二
l
ル
斉
姜
一
チ
」
　
（
左
伝
）
の
ど
と
く
、
麗
姫
は
献
公
の
夢
に
斉

菜
が
現
わ
れ
た
と
し
て
轟
を
構
え
る
の
で
あ
る
が
、
孝
子
伝
弄
・
毘
袋
・
埴
霹

妙
（
太
平
記
は
こ
の
項
目
を
欠
く
）
で
は
、
「
我
レ
昨
日
ノ
夜
、
夢
二
見
ル
、

汝
ガ
母
斉
姜
死
テ
後
、
飢
渇
ノ
苦
有
り
」
（
今
昔
物
語
）
の
ご
と
く
、
琵
姫
白
身

が
夢
を
見
た
こ
と
と
し
、
且
つ
斉
美
は
飢
え
て
食
を
求
め
て
い
た
と
す
る
。
斉

美
の
飢
渇
に
つ
い
て
は
、
新
列
国
志
（
第
二
七
回
、
置
姫
巧
計
撃
一
申
生
一
）
に

も
「
君
夢
＝
ミ
〝
斉
琴
晶
生
、
訴
へ
昌
ク
、
苦
㌦
モ
餓
－
一
無
㌧
食
」
去
る

°

　

　

　

　

　

0

　

　

°

　

　

°

が
、
斉
美
が
夢
に
現
わ
れ
た
意
韓
を
正
当
に
解
説
し
た
ま
で
の
も
の
で
あ
っ

て
、
変
形
と
か
成
長
と
か
言
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
項
目

だ
け
に
つ
い
て
見
て
も
、
わ
が
国
の
中
世
に
流
布
ま
た
は
記
述
さ
れ
た
説
話
に

は
、
麓
始
自
身
の
夢
と
す
る
こ
と
、
斉
美
の
飢
渇
を
補
説
す
る
こ
と
の
二
点
で

共
通
性
が
あ
る
。

上
来
、
船
橋
本
・
陽
明
本
・
今
昔
物
語
・
寝
袋
・
太
平
記
・
堵
蕪
紗
を
並
べ

て
、
㌍
始
説
話
の
単
純
化
の
過
程
を
眺
め
た
り
、
こ
れ
ら
に
の
み
共
通
す
る
点

を
扱
っ
た
り
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
相
互
の
問
に
直
技
的
の
伝
泉
関
係
が
あ
る

と
い
う
の
で
は
な
い
。
船
橋
本
と
今
昔
物
語
と
の
交
渉
、
太
平
記
と
填
蕪
砂
と

の
関
係
（
4
）
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
相
互
関
係
は
な
い
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
構
成
画
に
お
け
る
類
同
性
と
、
表
現
面
に
お
け
る

差
異
性
と
を
、
統
一
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
先
に
程
嬰
・
杵
日
の
説
話
に

つ
い
て
考
え
た
（
国
文
学
故
、
昭
和
3
5
・
n
）
と
同
様
に
、
説
話
の
口
東
的
な

地
盤
を
予
想
し
な
く
て
は
か
な
わ
ね
こ
と
の
よ
う
に
思
う
。

四

指
の
間
か
ら
漏
れ
る
よ
う
に
、
伝
承
の
ま
に
ま
に
単
純
化
さ
れ
て
い
っ
た
話
を

柩
承
し
な
が
ら
も
、
霞
袋
は
左
伝
か
ら
、
太
平
記
・
墟
轟
砂
は
史
記
か
ら
、
新

た
な
水
を
掬
い
あ
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
腔
の
毒
味
の
場
面
。
孝
子
伝
預
で

は
、
青
衣
（
古
典
文
学
大
系
補
注
に
非
人
の
意
と
い
う
）
に
飲
ま
せ
る
と
即
死

つ

レ

　

　

マ

ツ

　

ウ

ゴ

モ

　

　

丁

ヤ

し
た
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
毘
袋
に
は
「
之
ヲ
地
二
祭
ル
ニ
地
増
テ
日
、
怪
シ
ミ

7

タ

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

　

　

　

丁

タ

テ
犬
ノ
子
二
与
フ
ル
二
大
7
子
死
文
、
又
小
臣
二
与
フ
ル
ニ
小
臣
死
ヌ
」
　
（
適

宜
漢
字
を
当
て
る
）
と
あ
っ
て
、
左
伝
・
国
語
・
史
記
・
列
女
伝
に
見
え
る
形

0

　

°

に
復
し
て
い
る
。
琶
袋
の
第
四
（
猷
虫
）
に
も
「
左
伝
工
晋
ノ
寵
姫
ガ
旺
二
竃

J
．入
レ
タ
ル
事
ヲ
云
フ
所
l
こ
と
、
『
左
伝
』
の
名
を
挙
げ
て
、
こ
の
部
分
を
引

い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
甚
だ
暗
示
的
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の

，
へ

毒
味
の
場
面
の
混
ぐ
前
を
見
る
と
、
踵
袋
に
は
「
献
公
ハ
狩
二
田
デ
テ
六
日
ヲ

へ
　
　
カ
へ
　
　
　
　
　
ヒ
ソ
カ
　
　
　
ヒ
モ
p
ギ
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
へ
　
　
　
　
タ
ナ
マ
プ

経
テ
還
ル
、
琵
姫
哲
二
毒
ヲ
肝
　
二
人
レ
ツ
、
献
公
ノ
還
ル
ト
キ
奉
ル
」
と

あ
っ
十
、
m
掟
姫
の
冠
味
を
勧
軌
る
詞
が
な
い
こ
と
、
似
献
公
の
出
猟
の

日
数
を
明
記
す
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
注
意
さ
れ
る
。
　
U
は
左
伝
と
国
語
と

だ
け
の
形
で
あ
り
、
偽
は
左
伝
だ
け
に
共
通
す
る
形
な
の
で
あ
る
。
史
記
も
月

数
は
記
す
が
「
二
日
」
で
あ
り
、
国
語
・
列
女
伝
・
太
平
記
・
堵
醇
紗
は
田
圃

の
事
を
記
し
て
日
数
に
触
れ
ず
、
呂
氏
春
秋
・
孝
子
伝
荒
は
出
猟
の
事
す
ら
記

さ
な
い
。
霞
袋
は
明
ら
か
に
左
伝
に
よ
っ
て
部
分
的
に
旧
に
復
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
．
と
こ
ろ
が
、
琶
袋
に
は
、
他
の
詔
容
は
も
ち
ろ
ん
、
左
伝
に
も
見
え
ぬ
要
素

が
入
っ
て
い
る
。
継
母
の
好
計
に
陪
い
っ
た
中
生
が
、
人
に
語
る
詞
の
軒
に
、

ス

　

　

　

　

　

　

ヨ

ハ

　

　

　

　

コ

p

竃
ヲ
入
ル
ゝ
酒
ハ
一
夜
ヲ
過
グ
ル
ニ
其
ノ
憲
気
誠
ク
シ
テ
人
ヲ
殺
ス
コ
ト

エ
　
　
　
　
　
ビ
モ
ロ
ギ
　
　
　
　
　
　
　
ス
ヂ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

ヲ
碍
ズ
。
吾
レ
昨
ヲ
献
ズ
ル
轟
巳
二
六
日
ヲ
経
タ
リ
。
我
ガ
霞
ヲ
入
レ

ア
ラ
　
　
　
　
　
丁
ラ
バ
　
　
　
　
　
キ
ミ
　
　
　
サ
ト

タ
ル
二
非
ザ
ル
コ
ト
顕
ナ
ル
欺
。
君
是
ヲ
覚
ル
べ
シ
。
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澤
禁
札
は
指
物
胚
沌
帥
腫
陪
臣
巨
猛
甑
佃
潮
l
l
周
樋
控
．
出
版
終
い
打
冊



習
れ
ム
ル
づ
一
宮
一
l
六
月
ナ
1
、

其
′
為
一
う
官
中
一
蒜
㌃
㍉
＝
‥
上
呂
，
明
カ
手
兵
、
子
　
∵
る
∵

必
ズ
以
㌧
状
チ
自
ラ
琴
フ
パ
、
群
臣
等
一
軒
一
】
ヵ
ラ
ン
ヤ
川
用
ノ
革
」
と
あ
る
の
と
l
l

話
手
は
異
な
る
が
ー
軌
を
一
に
す
る
・
し
か
し
ー
し
り
・
抽
出
は
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ

に
左
伝
注
（
「
毒
酒
経
迄
机
放
、
而
攣
六
円
1
∴
朝
一
込
之
墜
也
－
お
よ
び

「
以
〓
六
日
之
状
一
日
理
也
」
）
に
讐
た
併
行
崇
量
も
・
宣
見
て
、
む
し
ろ

霞
袋
と
左
伝
と
の
関
係
の
傍
証
た
り
う
る
も
の
と
譜
∫
㌻
㌔

太
平
記
が
史
記
に
よ
っ
て
原
形
に
復
し
て
い
る
こ
と
は
、
椚
相
の
説
話
項
目

の
出
入
表
に
よ
っ
て
も
明
へ
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
・
苗
位
の
紋
緑
（
国
文
学

致
、
昭
和
3
4
・
1
1
）
や
庭
舜
至
孝
説
竃
（
中
性
文
芸
、
m
崩
蒜
∵
8
）
の
考
察

で
痛
感
し
た
原
典
復
帰
の
態
度
、
ら
ま
り
説
話
の
内
醇
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
文

章
表
現
ま
で
も
典
拠
で
あ
る
史
記
に
復
帰
し
よ
う
と
す
る
加
蛇
は
、
こ
こ
に
は

全
く
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
毒
味
の
場
面
で
も
・
淳
子
伝
系
が
「
膏
衣
」
だ

け
を
死
な
せ
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
「
地
」
も
「
犬
」
も
原
形
ど
お
り
に
加

わ
り
、
そ
の
上
「
鶏
」
ま
で
が
設
さ
れ
て
い
る
が
、
史
記
等
の
「
地
↓
犬
l
▼
中

臣
」
と
い
う
順
が
真
反
対
に
入
れ
代
っ
て
、
「
人
1
大
鶴
1
地
」
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
孝
子
伝
系
は
申
生
の
自
殺
ま
で
で
箆
を
止
め
て
い
る
の
に
対
し
、

太
平
記
は
重
耳
・
買
雪
の
田
義
気
よ
び
旦
克
の
英
斉
釈
逆
の
事
に
ま
で
、
ご
く

闇
路
に
で
は
あ
る
が
、
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
献
公
・
葵
斉
父
子

共
こ
、
其
臣
里
剋
ト
云
ケ
ル
者
二
討
レ
テ
」
　
（
流
布
本
）
と
あ
る
の
は
、
前
六

五
一
年
九
月
に
献
公
が
病
死
し
、
翌
十
月
に
里
兎
が
英
斉
を
設
し
た
と
い
う
史

記
の
所
伝
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
史
記
に
よ
っ
て
原
形
に
復
し
た
と
い
っ
て

も
、
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
に
よ
る
も
の
．
か
と
思
う
。
埼
窮
妙
に
つ
い
て
は
、
高
橋

良
一
氏
が
「
太
平
記
を
基
と
し
て
史
記
を
以
て
訂
正
す
る
所
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
通
り
で
、
史
記
に
上
る
修
訂
は
い
ち
じ
る
し
く
な

っ
疋
い
る
が
、
次
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
混
態
形
を
作
り
あ
げ
て
し
ま
っ
て
い

史
　
　
　
　
記

）A
或
謂
〓
太
子
一
日
、

（

「
為
一
一
此
集
t
者
、

乃
冠
婚
也
、
太
子

何
不
一
一
日
辞
明
盲

之
、
」
太
子
日
、

°

　

　

°

　

0

「
苦
君
老

°

　

　

°

　

　

°

0

英
、
非
〓
既
婚
－
、

°

　

°

　

　

°

　

　

　

e

 

e

寝
不
ゾ
安
、
食
不
ゾ

°甘
、
即
辞
ゾ
之
、

君
且
ゾ
怒
ゾ
之
、
」

ヽ
．
ノB
或
謂
ご
太
子
一

（
日
、
「
可
ゾ
奔
〓
他

国
一
、
」
太
子
日
、

「
被
〓
此
悪
名
一
以

田
、
人
誰
内
ゾ
我
、

我
自
殺
耳
、
」

）

　

0

　

°

　

°

　

°

　

°

C
十
二
月
戊
申
、

（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

°

・

申
生
白
〓
殺
於
新

掛一、

城

　

　

　

　

頭

　

　

　

　

紗

）A
黙
こ
群
臣
皆
申
生
ノ
莞
レ
罪
事
ヲ
悲
デ
、
「
此
毒

（

ハ
m
抽
ガ
偶
へ
タ
ル
所
也
、
惑
ヨ
封
灯
紆
一
．
1
つ

太
子
ノ

シ
態
ト

恩
食
セ
リ

急
ギ
是
ヲ
明
メ
テ
公
ノ

．

・

・

i

一

・

一

l

I

．

・

H

l

－

一

l

l

、

一

1

一

J

、

．

1

、

、

．

．

、

．

′

．

恕
リ
ブ
平
ゲ
マ
ス
ペ
シ
」
ト
告
デ
ゝ
ル
二
、
太
子
ノ

°

　

0

　

°

　

°

　

O

　

。

　

。

。

。

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

給
ク
・
「
我
ガ
父
年
老
テ
、
霞
姫
二
非
レ
．
ハ
察
二
不
ゾ

°

　

　

　

°

　

　

。

0

　

。

0

0

0

0

。

安
カ
ヲ
、
非
＝
ハ
　
琵
旭
】
食
ス
ル
ニ
不
ゾ
甘
カ
ラ
、
然

・
ハ
争
力
我
身
ヲ
初
ラ
ン
ト
テ
、
琵
姫
ガ
答
ヲ
．
二
可
ゾ
キ

廣
」
ト
ノ
給
へ
．
ハ
、

）B
諸
臣
諸
共
ニ
「
然
．
ハ
疾
他
国
へ
去
テ
此
難
ヲ
遁
レ

（給
へ
」
ト
中
二
、
太
子
又
云
「
少
年
7
昔
ハ
母
ヲ
失

ヒ
、
長
生
ノ
今
ハ
継
母
二
蓬
へ
リ
、
是
我
が
不
幸

也
、
天
地
ノ
問
ニ
、
何
力
寧
一
父
子
】
所
ア
ル
、

仁
倫
ト

ノ
証
カ

不
孝
ヲ

好
ス
ル
者
ア
ラ
ン
、

吾
レ
今

死
ヲ
遁
レ
テ
他
国
へ
落
タ
ラ
バ
、
是
コ
ツ
父
ヲ
殺
サ

ン
ト
テ
構
電
ヲ
与
へ
タ
ル
大
逆
不
孝
ノ
老
ヨ
ト
毎
ゾ

大
破
ゾ
悪
テ
ハ
、
生
テ
何
ノ
国
力
有
ン
、
雪
力
不
ル
ゾ

誤
ラ
所
ヲ
．
ハ
、
天
真
ヲ
知
レ
リ
、
不
ゾ
如
力
只
虚
名

ノ
下
二
死
ヲ
賜
テ
、
父
ノ
忽
ヲ
休
メ
琴
ニ
ハ
」
ト
テ
、

ヽ

ノ

　

　

　

0

。

0

0

。

。

。

。

。

C
逐
二
十
二
月
戊
申
二
新
城
ニ
メ
自
力
ラ
創
ギ
ニ
貫

（
レ
テ
失
給
ケ
リ
。

169



ヽ
ノ
ヽ
ノ
ヽ
．
′

右
は
両
者
と
も
一
連
の
文
章
な
の
で
あ
る
が
、
A
B
C
三
つ
の
説
諸
要
素
に
分

ヽ

1

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

l

ニ

′

l

（

割
し
た
。
ま
ず
A
の
条
は
、
既
出
の
す
べ
て
の
冒
（
説
苑
の
第
四
「
立
節
」
に

も
）
に
見
え
て
い
る
の
に
、
太
平
記
だ
け
は
削
除
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
域

粟
紗
は
史
記
に
よ
っ
て
補
坑
し
、
傍
線
部
の
．
こ
と
き
補
説
も
加
え
て
い
る
。
申

生
日
没
後
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
れ
以
前
に
属
す
る
記
事
で
は
、
毘
姫
が
夢

に
斉
美
を
見
た
と
し
て
申
生
に
祭
ら
せ
る
条
も
ま
た
史
記
に
上
っ
て
補
っ
て
い

）

る
が
、
そ
こ
に
は
伝
承
的
璧
京
の
混
入
が
見
ら
れ
る
。
B
の
条
は
、
呂
氏
春

（

秋
・
列
女
伝
・
孝
子
伝
釆
・
題
袋
に
は
省
か
れ
て
い
る
。
壇
醇
抄
の
文
宗
は
、

傍
線
部
を
除
く
と
殆
ん
ど
太
平
記
の
本
文
そ
の
ま
ま
で
、
史
記
に
よ
る
修
訂
は

）

全
く
施
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
堵
褒
紗
本
文
の
基
調
な
の
で
あ
る
。
C
の
条

（

で
は
、
太
平
記
の
「
打
手
未
㌔
来
ラ
前
二
日
ラ
剣
二
其
ヌ
キ
テ
、
遂
二
空
ク
成

ニ
ケ
リ
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
史
記
に
よ
っ
て
「
十
二
月
戊
申
二
新
城
ニ
メ
」

を
補
い
、
混
態
文
章
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
例
は
他
の
箇
所
に
も
見
う
る
が
、

項
著
な
の
は
、
電
喋
の
あ
と
琵
姫
が
献
公
に
申
生
の
薮
意
を
告
げ
、
自
分
と
尖

斉
と
を
殺
し
て
申
生
の
怒
り
を
休
め
よ
と
偽
り
訴
え
る
条
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

表
現
内
容
の
重
視
を
さ
え
采
た
し
て
い
る
。
重
視
を
も
敢
え
て
辞
さ
ず
、
史
記

に
拠
っ
て
補
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
太
平
記
本
文
と
史
記
の
文
章
と
の
距
離
が

物
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
太
平
記
の
㌍
始
説
話
ほ
、
説
詣
伝
承
と
、

か
っ
て
史
記
を
時
読
ん
だ
作
者
自
身
の
記
憶
と
の
寄
り
合
い
な
の
で
あ
る
と
琴
え

る
。
そ
し
て
、
作
者
が
こ
の
説
話
に
何
か
を
付
け
加
え
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

「
語
り
物
」
と
し
て
の
特
色
を
示
す
と
こ
ろ
の
、
聴
手
の
ぽ
目
性
に
訴
え
る
詠

ヽ

l

ノ

環
的
な
情
調
の
潤
色
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
B
の
魚
に
お
け
る
、
史
記
と
墟
醇
紗

′
－
．
、

（
太
平
記
本
文
に
拠
っ
で
い
る
）
と
を
読
み
く
ら
べ
て
み
て
も
、
す
ぐ
に
気
づ

か
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
、
．
斉
美
に
先
立
た
れ
た
献
公
が
や
が
て
毘
姫
を

甘
酢
紅
組
㌫
上
∵
萱
澤
で
を
叔
七
た
次
の
文
章
に
あ
ざ
や
か
で
洩
る
。

三
人
ノ
子
己
二
人
ト
ナ
チ
後
、
后
斉
業
病
ニ
ヲ
カ
サ
レ
テ
、
忽
：
無
′
墓

成
ニ
グ
リ
、
献
公
是
ヲ
故
事
浅
カ
ラ
ズ
、
然
共
、
別
ノ
日
数
漸
遠
ク
成
シ

カ
バ
、
ウ
ツ
レ
．
ハ
カ
バ
ル
心
ノ
花
こ
、
昔
ノ
退
り
（
流
布
本
「
契
」
）
・
ヲ

忘
レ
テ
、
又
毘
姫
ト
云
ケ
ル
英
人
ヲ
ゾ
迎
へ
ラ
レ
ケ
ル
、
此
㌍
姫
只
紅
旗

翠
黛
ノ
眼
ヲ
迷
ハ
ス
ノ
ミ
ニ
非
ズ
、
又
貯
蓄
令
旨
意
l
（
流
布
本
「
君
ノ

心
」
）
　
ヲ
悦
．
ハ
シ
メ
シ
カ
．
ハ
、
献
公
ノ
寵
愛
甚
シ
ク
シ
テ
、
別
シ
人
之
面

影
夢
ニ
モ
兄
へ
ズ
成
ニ
ケ
リ
。

こ
の
よ
う
な
感
傷
的
情
調
の
色
づ
け
は
、
呉
越
説
話
（
広
島
大
学
付
属
砧
山
高

校
研
究
紀
要
、
昭
和
3
5
・
6
）
に
お
け
る
、
勾
践
と
西
比
と
の
惜
別
や
、
夫
差

の
西
施
溺
愛
の
理
址
に
、
そ
の
最
も
振
著
な
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
史

共
と
伝
承
説
話
と
の
詭
難
の
上
に
花
開
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

五

太
平
記
は
、
「
孝
子
其
父
二
錐
ゾ
有
リ
誠
、
継
母
其
子
ヲ
譲
ス
ル
時
ノヽ

傾
レ′

国

失
鼓
等
、
古
ヨ
リ
其
数
多
シ
」
（
流
布
本
）
と
し
て
、
こ
の
琵
姫
の
説
話
を

引
い
て
い
る
。
毘
姫
に
響
え
ら
れ
た
の
は
唯
后
蘇
原
廉
子
で
あ
り
、
申
生
に
擬

え
ら
れ
た
の
は
大
塔
官
護
艮
親
王
　
（
母
は
民
部
些
二
位
瀕
親
子
）
　
で
あ
る
。

中
生
が
塗
豆
れ
て
後
　
「
晋
ノ
国
忽
土
滅
ピ
ケ
リ
」
と
い
う
　
「
古
」
　
に
鑑
み

て
、
「
臭
シ
テ
大
塔
宮
甥
、
リ
失
サ
セ
給
シ
後
、
忽
二
天
下
皆
将
軍
（
尊
氏
）
ノ

代
ト
成
ナ
ナ
リ
」
と
い
う
　
「
今
」
　
の
治
乱
を
担
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
q村
田
正
志
氏
は
、
「
建
武
中
興
の
政
治
に
お
い
て
最
も
困
難
を
極
め
、
ま

た
ひ
い
て
は
そ
れ
が
中
興
政
治
崩
壊
の
原
因
と
も
な
っ
た
」
　
二
つ
の
問
題
と

し
て
、
所
領
に
関
す
る
訴
訟
と
公
武
勢
力
の
調
整
と
を
挙
げ
て
お
ら
れ
一
る
。

（
5
）
中
興
政
治
に
お
、
い
て
は
、
所
餌
に
関
す
る
提
訴
た
訴
人
の
希
望
に
従
．
っ

－170－



家
路
許
浄
断
所
と
訂
録
所
の
l
い
ず
れ
に
持
ち
込
耳
や
献
上
か
サ
た
〔
建
武
年
間

記
）
中
村
正
勝
氏
は
、
両
役
所
の
官
人
や
雷
人
の
顔
ぶ
れ
か
ら
、
「
何
と
は
な

し
に
雑
所
決
断
所
は
武
家
側
の
も
の
で
あ
り
、
…
…
記
録
所
は
公
家
側
の
も
の

で
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
る
」
（
6
）
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
と
す
る
と
、
一

つ
の
所
領
を
め
ぐ
っ
て
甲
と
乙
と
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
有
利
な
機
関
に
提
訴
す

れ
ば
、
両
役
所
の
裁
断
は
甑
磨
し
が
ち
で
あ
っ
た
ろ
う
上
に
、
内
頁
に
よ
る
勅

裁
も
加
わ
っ
て
、
「
所
領
一
所
二
四
五
人
之
袷
主
」
（
太
平
記
巻
一
二
、
公
家

一
統
政
道
等
）
が
付
く
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
公
武
の
不
和
は
、
単
に

観
念
的
な
反
目
だ
け
が
原
因
な
の
で
は
な
く
、
．
土
地
関
係
に
そ
の
最
も
現
実
的

な
素
因
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
今
ノ
如
ニ
テ
公
家
一
統
之
天
下
ナ
ラ
バ
諸

国
ノ
地
頭
御
家
人
ハ
皆
奴
碑
雑
人
ノ
如
ク
ナ
ル
ベ
シ
、
哀
何
ナ
ル
不
思
議
モ
出

来
テ
、
武
家
四
海
ノ
障
ヲ
執
ル
世
中
二
又
ナ
レ
カ
シ
」
（
同
上
）
と
新
政
へ
の

不
満
を
か
こ
つ
諸
国
の
武
士
た
ち
と
、
「
公
家
の
御
世
に
か
へ
り
ぬ
る
か
と
お

も
ひ
し
に
、
な
か
な
か
な
は
武
士
の
世
に
な
り
ぬ
」
（
神
皇
正
統
記
）
と
こ
れ

ま
た
新
政
に
失
望
す
る
公
家
た
ち
と
の
、
相
反
す
る
利
害
の
対
立
は
、
足
利
尊

氏
と
親
王
謹
良
と
の
臨
御
と
し
て
政
治
の
表
面
に
現
わ
れ
て
き
た
。

親
王
は
北
条
政
権
崩
壊
の
後
も
都
に
入
ら
ず
、
志
貴
山
に
あ
っ
て
兵
を
催

し
、
尊
氏
誅
伐
を
企
画
し
て
い
た
が
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
二
）
六
月
、
後
醍

醐
帝
の
愚
論
に
よ
っ
て
入
京
し
、
征
夷
大
将
軍
の
地
位
を
獲
得
し
た
・
ち
ょ
う

ど
一
年
後
の
六
月
七
日
に
は
、
親
王
の
尊
氏
邸
要
撃
と
い
う
風
説
が
立
ち
、

尊
氏
も
そ
れ
に
備
え
て
兵
を
集
め
自
衛
の
陣
を
張
っ
て
い
る
（
梅
松
諭
・
太
平

記
）
。
太
平
記
に
よ
る
と
、
親
王
の
画
策
を
開
い
た
尊
氏
は
、
堆
后
廉
子
に
た

の
ん
で
、
「
兵
部
卿
親
王
、
帝
位
ヲ
奪
撃
フ
ン
其
御
タ
ク
ミ
ニ
、
諸
国
ノ
兵
ヲ

召
侯
也
、
其
証
拠
分
明
－
哀
」
と
、
尊
氏
誅
伐
の
た
め
に
兵
を
催
す
親
王
の
合

〝
旨
を
証
拠
に
、
語
彙
ざ
せ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
・
る
。
事
実
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な

こ
こ

藻
。
保
暦
間
記
は
・
「
培
二
兵
部
瑚
親
王
、
世
ノ
心
二
任
芸
ヲ
実
力
ラ
ズ
覚

芸
、
天
下
ヲ
乱
シ
給
ヒ
、
御
位
ヲ
退
テ
、
我
御
富
畝
鵠
二
歳
ニ
・
成
七
給
フ

宮
ヲ
位
二
軍
リ
付
テ
、
尊
氏
以
下
可
ゾ
去
武
士
ヲ
打
テ
、
天
下
ヲ
我
鰻
ニ
セ
ン
ト

恩
立
賜
フ
、
此
写
如
何
シ
テ
聞
エ
ケ
ン
、
主
上
を
カ
セ
給
テ
」
と
、
親
王
に
謀

薮
の
実
が
あ
っ
た
と
し
、
尊
氏
の
讃
奏
を
暗
に
取
り
消
し
て
い
る
が
、
足
利
氏

擁
護
の
色
彩
の
顕
然
た
る
作
品
だ
け
に
信
を
置
く
わ
け
に
い
か
な
い
。
同
じ
く

足
利
側
か
ら
記
述
さ
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
真
実
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
は
梅
放
論
で
あ
る
。
梅
松
論
は
、
先
に
述
．
へ
た
建
武
元
年
（
二
一
三
四
）

六
月
七
日
の
険
悪
な
対
時
の
あ
と
、
尊
氏
が
憤
っ
て
奏
上
し
た
の
で
、
「
全
く

ゑ
い
り
上
に
は
あ
ら
ず
、
謹
艮
親
王
の
張
行
の
趣
な
り
し
程
に
、
十
月
廿
二
日

の
夜
、
親
王
御
参
内
の
次
を
以
、
武
者
所
に
召
唇
奉
」
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

先
に
は
征
夷
大
将
軍
の
職
に
換
え
て
親
王
を
慰
諭
し
た
帝
が
、
今
は
そ
の
親
王

の
拘
禁
を
以
て
、
尊
氏
の
示
威
の
鋸
に
屈
服
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う

の
が
真
相
で
あ
ろ
う
。
梅
放
論
は
さ
ら
に
、

富
の
御
謀
顔
真
実
は
ゑ
い
り
上
に
て
あ
り
し
か
ど
も
、
御
科
を
宮
に
ゆ
づ

り
給
ひ
し
か
ば
、
鋒
倉
へ
御
下
向
と
ぞ
聞
え
し
。
富
は
〓
帽
堂
の
薬
師
望

の
谷
に
御
座
あ
り
け
る
が
、
武
家
よ
り
も
君
の
う
ら
め
し
く
預
ら
せ
給
ふ

と
御
独
ご
と
有
け
る
と
そ
漁
る
。

と
記
し
っ
け
て
い
る
。
無
名
記
と
い
う
も
の
に
「
皇
子
兵
部
卿
詮
艮
親
王
撃

御
陰
謀
等
一
、
被
誌
＝
関
東
一
給
。
是
則
主
上
又
御
謀
疲
之
研
げ
茄
也
」
　
と
あ
る

よ
し
で
（
7
）
、
梅
松
論
の
伝
え
る
所
に
通
じ
る
。
北
畠
親
．
尿
は
、
「
兵
部
卿

°

°

°

0

°

の
親
王
、
こ
と
有
り
て
鎌
倉
に
お
ほ
し
け
る
を
は
」
　
（
神
皇
正
統
記
）
と
記
す

だ
け
で
、
親
王
流
刑
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
口
を
と
ざ
し
て
い
る
。
武
権
政
治

の
再
建
を
ね
ら
う
尊
氏
を
除
こ
う
と
し
た
親
王
の
背
後
に
、
親
政
の
確
立
を
志

ー171一



臣
軋
愉
滞
脆
債
浅
場
事
て
事
・
通
牒
ザ
骨
も
を
－
「
事
．
ハ
御
前
乏
l

評
雇
い
梅
南
は
砂
漉
し
l
r
「

す
帝
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
に
納
碍
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
、
「
武
家
よ
り
も
君
の
．
う
ら
め
し
く
預
ら
せ
給
ふ
」
　
（
梅
松
諭
）
　
と

い
う
親
王
の
悲
憤
は
、
1
1
痍
正
そ
れ
が
、
禅
僧
廷
俊
を
し
て
　
「
茨
単
数

法
】
、
武
略
過
レ
人
」
　
（
明
極
録
）
と
評
せ
し
め
た
英
傑
の
言
葉
だ
け
に
1
－
い

っ
そ
う
痛
切
で
あ
り
、
や
り
ば
の
な
い
孤
独
の
う
め
き
を
昔
か
せ
る
の
で
あ

る
。太
平
記
作
者
、
親
王
流
刑
の
事
件
を
㌍
姫
説
話
に
附
会
す
る
た
め
に
、
H
※

に
は
継
母
に
あ
た
る
唯
后
の
讃
秦
を
控
造
し
た
と
い
う
よ
う
な
日
付
は
、
り
柏

に
す
ぎ
よ
う
。
な
に
ぷ
ん
に
も
流
言
誓
吾
の
飛
び
か
う
ポ
実
の
的
代
で
も
・
㌔

身
の
廻
り
に
日
々
起
り
来
る
事
象
を
、
当
否
は
と
も
か
く
、
い
か
よ
う
に
か
点

味
づ
け
な
い
こ
と
に
は
不
安
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
拾
日
に
は
ん

だ
人
心
の
常
で
あ
る
。
ま
し
て
帝
の
理
想
の
狼
蹄
晋
と
も
見
て
J
た
親
王
の
、

し
か
も
勅
命
に
よ
る
拘
禁
と
も
な
る
と
、
さ
ま
イ
定
の
m
融
が
入
れ
乱
れ
た
に

違
い
な
い
。
「
（
親
王
を
）
辞
嘉
非
】
m
人
ノ
章
二
抽
＝
ゾ
沌
ナ
、
違
汎
二
処
ラ

°

0

0

0

レ
ム
事
ハ
、
朝
廷
再
ビ
憤
テ
、
武
景
又
ハ
ピ
コ
ル
べ
車
用
棚
ニ
ヤ
ト
人
々
申
合

0　0　0

ケ
ル
ガ
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
堆
い
㍑
甲
中
一
の
凪
説
も
な
か
っ
た
と
は
い
え
な

い
。
作
者
は
し
ば
し
ば
、
ま
ち
ま
ち
な
世
評
む
、
「
心
ナ
キ
人
」
　
「
時
ノ
変
化

ヲ
計
ラ
ヌ
者
」
　
「
轟
ノ
様
ヲ
知
ラ
ヌ
　
（
粛
）
」
の
言
い
分
と
、
「
智
ア
ル
人
」

「
物
ノ
心
ヲ
弁
タ
ル
人
」
　
「
恍
ノ
危
り
瓜
フ
人
」
の
批
評
と
の
二
つ
に
集
的
し

て
、
対
照
的
に
取
り
あ
げ
て
い
る
。
唯
后
誼
奏
の
風
説
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
恩
芸
の
臆
測
と
拒
さ
ぬ
ば
か
り
か
、
説
話
挿
入
の
契
機
と
さ
え
し
た
の

は
、
作
者
自
身
も
、
あ
り
う
べ
き
耕
と
し
で
そ
れ
を
容
認
す
る
心
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
、
作
者
の
そ
の
容
認
は
、
▼
お
そ
ら
く
、
中
興
政
治
崩
壊
の
具

体
的
な
一
、
因
と
も
な
っ
た
内
奏
に
、
唯
后
わ
関
係
す
る
所
が
多
か
っ
た
と
い
う

＼
欄
8
）
、
「
太
平
記
の
出
典
に
閑
す
頒
究
」
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8
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．
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．
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．

．
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F
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l

l

l

l

l

l

l

l

i

l

r

l

r

r

L

u

マ
デ
モ
、
准
后
ノ
御
口
入
ト
ダ
ニ
云
ヒ
テ
ケ
レ
バ
、
上
卿
モ
忠
ナ
キ
孟
風
ヲ
与

へ
、
寒
行
モ
理
ア
ル
ヲ
非
ト
セ
リ
」
　
（
巻
一
、
中
宮
御
入
内
革
）
と
は
、
論
功

行
賞
や
所
領
の
訴
訟
に
関
す
る
准
后
の
容
陵
に
対
す
る
非
難
で
あ
る
。
そ
の
准

后
が
、
鶏
氏
に
加
担
し
て
、
彼
の
対
立
者
で
あ
る
継
子
の
親
王
を
讃
暮
し
て
、

公
課
方
の
柱
石
を
遠
流
に
至
ら
し
め
た
と
あ
れ
ば
、
中
興
政
治
に
お
け
る
二
つ

の
難
問
題
と
さ
れ
る
所
領
の
訴
訟
と
公
武
の
対
立
と
の
両
方
に
、
堆
后
が
絡
ん

で
く
る
の
で
あ
る
。
作
者
は
、
こ
の
琵
姫
説
話
を
、
単
な
る
継
子
い
じ
．
め
の

㌶
や
、
招
け
ら
れ
て
な
お
誠
を
尽
す
孝
子
の
話
と
し
て
取
り
あ
げ
た
の
で
は
な

）

い
。
（
太
平
記
の
即
納
説
話
だ
け
が
諸
富
に
逆
ら
っ
て
、
前
込
の
A
の
条
、
つ

′
．
．
ヽ

ま
り
中
生
が
葦
の
わ
に
自
分
の
無
矢
を
弁
明
し
な
か
っ
た
話
を
省
い
て
い
る
こ

と
と
開
運
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
）
作
者
は
、
あ
く
ま
で
、
准
后
の
政
治
的

容
蝮
に
対
す
る
批
判
の
拠
り
所
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
「
牝
鶏
ノ
最
ス
ル

ハ
家
ノ
尽
ズ
ル
和
也
ト
、
古
賢
ノ
云
シ
言
ノ
未
、
ダ
ニ
モ
ト
恩
知
レ
タ
リ
。
」

と
い
う
の
が
、
親
王
流
刑
の
轟
件
に
つ
い
て
の
作
者
の
締
め
く
く
り
な
の
で
あ

る
。〔注〕

（
l
）
豹
伯
賛
氏
他
編
、
波
多
野
太
郎
氏
訳
『
中
国
歴
史
概
要
』
　
（
第
一
葺
第

一
節
）
、
鈴
木
俊
氏
編
『
中
国
史
』
　
（
第
二
葺
第
一
節
）

（
2
）
　
『
世
界
歴
史
事
典
』
　
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
　
（
「
晋
」
の
項
）

（
3
）
日
本
古
典
文
学
大
荒
『
今
昔
物
語
二
』
　
（
巻
九
醇
四
四
話
頭
注
）
、

今
野
達
氏
「
古
代
中
世
文
学
の
形
成
に
参
与
し
た
古
孝
子
伝
二
種
に
つ
い

て
」
（
国
語
国
文
、
昭
和
讐
7
）
　
　
　
　
寮
も

（
4
）
高
橋
貞
一
氏
「
瑳
轟
紗
と
太
平
記
」
（
国
語
と
国
文
学
、
●
昭
和
3
4
．
8
）
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（
西
京
高
校
研
究
紀
要
、
昭



（
5
）
相
田
正
志
氏
『
南
北
朝
論
1
史
泉
と
息
憩
－
』
　
へ
夢
二
節
）

（
6
）
中
村
正
勝
氏
『
日
本
新
文
化
史
、
岩
野
時
代
』
　
（
第
二
葦
第
一
節
）

（
7
）
大
日
本
史
料
所
故
押
小
路
文
蓄
（
魚
澄
惣
五
郎
氏
『
投
合
日
本
史
大

宗
　
祇
、
の
　
系
　
譜

「
宗
　
抑
・
心
　
敬
　
の
　
受
　
容
1

釆
、
6
、
南
北
朝
』
所
引
）

密
告
学
等
学
部
相
思
山
高
盈

編
集
部
拝
T
－
－
本
文
中
の
「

て
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

麓
姫
」
は
活
字
の
都
合
で
「
絹

の
代
田
と
し

宗
祇
は
、
宗
脚
・
心
故
の
文
学
観
を
如
何
に
継
承
し
綜
合
調
和
し
た
か
。
宗

純
自
身
の
達
歌
論
を
中
心
と
し
て
、
両
師
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。

彼
は
、
稽
古
の
初
中
後
と
言
う
串
に
つ
い
て
次
の
様
隻
口
っ
て
い
る
。

幼
稚
の
人
な
ど
は
、
何
心
も
い
け
ず
、
古
今
よ
り
は
じ
め
て
用
に
立

べ
き
歌
を
、
い
か
ほ
ど
も
お
は
く
お
ぼ
え
て
、
い
と
け
な
き
時
、
文
字
ぐ

さ
り
な
ど
い
ふ
こ
と
を
も
し
て
、
常
に
く
ち
に
ふ
れ
候
は
む
を
、
初
と
可

申
読
。輿
中
と
申
朕
は
ん
は
、
歌
の
心
も
八
に
尋
、
其
詞
連
歌
艦
出
来
候
は

T
、
そ
れ
を
や
ら
ず
句
を
た
し
な
み
ゐ
れ
は
、
人
に
も
い
か
め
し
く
見

え
、
我
も
心
お
ど
旬
す
る
や
う
に
て
…
三
。

此
さ
か
ひ
を
過
て
ほ
、
た
晶
の
詞
を
か
ら
ん
と
も
瓜
は
ず
、
只
、

心
・
風
情
を
尊
と
し
て
、
有
心
な
る
所
に
も
と
づ
き
、
姿
の
う
つ
く
し
く
、

農
高
を
こ
．
ひ
ね
が
ふ
べ
く
候
や
。
さ
や
う
に
隈
へ
は
、
を
の
づ
か
ら
歌

の
詞
を
か
ら
ず
七
三
　
し
か
も
歌
を
不
出
、
自
然
に
心
ふ
か
く
入
供
は

江

　

　

藤

　

　

保

　

　

定

ゞ
‥
．
…
・
。
（
雪
雲
問
答
）

彼
は
、
こ
の
稽
古
の
三
段
帽
説
は
自
分
の
創
見
だ
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
説
に

よ
る
と
、
初
期
は
古
今
集
を
は
じ
め
多
く
の
歌
を
時
雨
し
、
文
字
ぐ
さ
り
な
ど

し
王
墓
の
練
習
を
す
る
基
提
時
代
、
中
期
は
歌
の
内
容
を
理
解
す
る
と
共

に
、
歌
語
を
生
の
ま
1
用
い
ず
準
え
る
時
代
・
即
ち
自
己
の
も
の
と
し
て
熱
さ

せ
る
時
期
で
あ
ろ
う
・
後
期
は
、
歌
の
詞
を
捨
て
1
、
専
ら
「
、
巴
と
「
風

情
」
を
中
心
と
し
て
、
即
ち
「
有
、
巴
を
墓
苑
と
し
て
、
姿
の
幽
玄
上
長
高
を

求
め
る
と
、
そ
こ
に
あ
ら
ゆ
る
古
典
を
止
揚
し
た
「
心
深
く
入
」
っ
た
世
界
が

畏
け
る
ト
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
大
ま
か
に
言
え
ば
、
言
葉
の
基
碇
練
習
の

上
に
、
文
学
内
容
を
決
め
ス
タ
イ
ル
を
匹
い
て
ゆ
く
。
を
」
に
深
い
精
神
内

容
が
自
然
に
展
け
て
来
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
か
ら
心
・
姿
へ
、
即

ち
技
術
か
ら
内
容
精
神
へ
と
進
み
、
そ
こ
に
全
体
的
な
様
式
即
ち
作
風
を
確
立

し
て
行
こ
う
と
す
る
所
に
、
専
門
的
ア
ル
チ
ザ
ン
風
の
手
堅
さ
が
見
ら
れ
る

が
、
そ
こ
に
言
葉
を
優
先
し
た
宗
鋤
の
伝
統
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
七
、
宗
蹄
の
特
質
は
そ
こ
転
と
呈
ら
な
い
で
、
或
は
詞
と
心
を
平
面
的
に
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